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▲人事院に署名を手渡す公務員連絡会の交渉団

▲グループで協力して謎を解く参加者

▲府人事委員会

▲市人事委員会

▲この集会での出会いをきっかけにたくさんの交流を

人
事
院
勧
告
お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
に
向
け
た
学
習
会

【
と　
き
】
８
月
８
日（
火
）１８
：
３０
～

【
と
こ
ろ
】
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都 

第
４
講
義
室

【
内　
容
】�

人
事
院
勧
告
お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に�

向
け
た
取
り
組
み

　
　
　
　

 

講
師
：
自
治
労
本
部・森
本
正
宏
総
合
労
働
局
長

　

公
務
員
連
絡
会
は
７
月
１１

日
、
人
事
院
審
議
官
に
対
し

２
０
２
３
人
勧
期
署
名
の
提

出
を
行
っ
た
。
京
都
か
ら
は

川
戸
書
記
長
が
参
加
し
、
現

状
の
地
域
手
当
に
お
け
る
課

題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
意

見
を
述
べ
た
。

　
「
現
行
の
地
域
手
当
に
つ

い
て
は
地
域
の
民
間
水
準
を

反
映
す
る
と
し
て
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
全
国
で
同
様
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
町
村
ご
と

に
０
～
２０
％
と
大
き
な
格
差

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
岡
本
執
行
委
員
長
は
「
コ

ロ
ナ
が
５
類
と
な
り
コ
ロ
ナ

前
の
活
動
に
近
づ
い
て
き

た
。
今
回
対
面
で
の
交
流
会

は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

の
で
、
参
加
者
同
士
、
交
流

し
て
友
人
の
輪
を
広
げ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、

堀
常
任
委
員
の

進
行
で
、
１
グ

ル
ー
プ
８
人
に

分
か
れ
た
テ
ー

ブ
ル
対
抗
で
脱

出
ゲ
ー
ム
を
行

っ
た
。
謎
を
解

く
ヒ
ン
ト
を
グ

ル
ー
プ
で
知
恵

を
出
し
合
い
進

が
あ
る
。
全
国
の
自
治
体
に

お
け
る
非
支
給
地
の
割
合
は

８０
％
を
超
え
、
就
職
先
の
選

択
肢
に
入
ら
な
い
状
況
が
あ

る
。
ま
た
支
給
地
に
お
い
て

も
、
隣
接
す
る
自
治
体
間
の

支
給
率
に
差
が
あ
り
、
職
員

採
用
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

若
年
層
が
中
途
退
職
し
支
給

率
の
高
い
自
治
体
に
転
出
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
長
期
的

な
人
材
育
成
計
画
や
計
画
的

採
用
に
も
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
人
員
確
保
の
観
点

か
ら
も
、
地
域
手
当
の
支
給

率
お
よ
び
隣
接
す
る
自
治
体

間
の
支
給
率
に
つ
い
て
格
差

の
縮
小
を
強
く
求
め
る
」
と

訴
え
た
。

め
て
い
く
参
加
者
。
ヒ
ン
ト

カ
ー
ド
を
使
い
す
ぎ
る
と
減

点
が
重
な
り
、
早
く
脱
出
し

て
も
順
位
が
下
が
る
。
一
緒

に
考
え
仲
間
で
助
け
合
っ
て

い
く
こ
と
は
組
合
活
動
そ
の

も
の
で
参
加
者
は
ゲ
ー
ム
を

通
じ
て
打
ち
解
け
た
。

　

自
治
労
第
９７
回
定
期
大
会

が
８
月
に
北
海
道
函
館
市
で

開
催
さ
れ
る
。
こ
の
自
治
労

大
会
の
議
決
権
を
持
つ
代
議

員
の
任
期
は
２
年
で
今
年
が

選
挙
の
年
と
な
る
。

　

自
治
労
は
法
人
格
を
有
す

る
た
め
「
代
議
員
は
す
べ
て

の
組
合
員
が
平
等
に
参
加
す

る
機
会
を
有
す
る
直
接
か
つ

秘
密
の
投
票
に
よ
る
投
票
者

　

府
本
部
は
自
治
労
京
都
府
職
、
自
治
労
京
都
市
職
と
連
携
し
、
６
月
２６
日
に
京
都
府
人

事
委
員
会
、
６
月
２９
日
に
京
都
市
人
事
委
員
会
へ
要
請
書
を
提
出
し
た
。
提
出
に
際
し
府

本
部
は
「
物
価
上
昇
に
伴
う
国
民
生
活
へ
の
直
撃
は
公
務
労
働
者
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

る
。
民
間
春
闘
の
賃
上
げ
を
を
踏
ま
え
、
全
世
代
で
の
賃
金
引
上
げ
改
定
と
な
る
よ
う
勧

告
・
報
告
を
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
人
事
委
員
会
に
要
請
し
た
。

　

第
二
部
の
交
流
会
で
は
、

小
笠
原
青
年
部
長
か
ら
「
新

入
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
一
緒
に
働
く
仲
間
と

し
て
、
お
互
い
助
け
合
い
、

と
も
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と
乾

杯
の
あ
い
さ
つ
。
ゲ
ー
ム
で

打
ち
解
け
た
こ
と
も
あ
り
美

味
し
い
料
理
を
い
た
だ
き
な

が
ら
交
流
を
楽
し
ん
だ
。
ゲ

の
過
半
数
で
選
出
す
る
（
自

治
労
規
約
第
１６
条
４
項
）」

が
必
要
と
な
り
、
代
議
員
選

挙
は
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
る
。
各
単
組
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

【
告
示
】

　

７
月
６
日
（
木
）

【
投
票
期
間
】

　

７
月
１３
日
（
木
）
～

�

８
月
１０
日
（
木
）

ー
ム
の
結
果
発
表
を
行
い
、

上
位
か
ら
順
番
に
く
じ
を
引

き
、
賞
品
を
選
ん
だ
。
豪
華

賞
品
や
気
軽
に
使
え
る
マ
ッ

ク
カ
ー
ド
な
ど
、
多
種
の
賞

品
に
参
加
者
は
選
ぶ
の
を
迷

う
場
面
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
佐
野
副
部
長
よ

り
、「
私
も
数
年
前
に
こ
の

集
会
に
参
加
し
た
が
、
そ
の

時
の
グ
ル
ー
プ
と
は
今
で
も

交
流
が
あ
る
。
み
な
さ
ん
も

こ
の
集
会
を
き
っ
か
け
に
た

く
さ
ん
交
流
を
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
集
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

皆
さ
ん
は
「
松

花
堂
弁
当
」
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。

こ
の
弁
当
の
由
来

と
な
っ
た
「
泉
坊

・
松
花
堂
」
は
現
在
、
八
幡

市
の
「
松
花
堂
庭
園
」
の
一

角
に
佇
ん
で
い
る
。元
々
は
、

石
清
水
八
幡
宮
八
十
八
坊
の

一
つ
と
し
て
八
幡
山
に
草
庵

を
結
ん
で
い
た
▼
こ
の
寺
坊

で
名
を
馳
せ
た
社
僧
に
、
本

阿
弥
光
悦
・
近
衛
信
伊
と
と

も
に
寛
永
の
三
筆
と
謳
わ
れ

た
松
花
堂
昭
乗
が
い
る
。
こ

の
昭
乗
が
愛
用
し
て
い
た
筆

箱
が
十
字
に
仕
分
け
さ
れ
た

器
だ
っ
た
▼
時
が
経
ち
、
明

治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
風
化

激
し
い
松
花
堂
を
、
見
る
に

堪
え
な
い
と
現
在
地
に
移

転
、
整
備
さ
れ
た
の
が
松
花

堂
庭
園
と
な
る
▼
な
ぜ
筆
箱

が
弁
当
と
結
び
つ
い
た
の

か
？
舞
台
は
今
か
ら
約
９０
年

前
の
大
阪
。
あ
る
資
産
家
が

茶
会
の
席
上
、
知
人
の
料
理

人
へ
十
字
に
仕
分
け
さ
れ
た

器
に
料
理
の
盛
り
付
け
を
依

頼
し
た
こ
と
に
始
ま
る
▼
依

頼
さ
れ
た
料
理
人
は
、
昭
乗

が
実
際
に
使
用
し
た
と
言
わ

れ
る
器
を
見
学
し
な
が
ら
試

行
錯
誤
の
末
、
今
や
懐
石
料

理
の
代
表
格「
松
花
堂
弁
当
」

を
完
成
さ
せ
た
▼
筆
箱
か
ら

弁
当
箱
へ
。
先
人
の
発
想
力

や
文
化
へ
の
敬
愛
心
に
感
謝

し
な
が
ら
、
今
宵
も
日
本
酒

を
お
供
に
舌
鼓
を
打
つ
こ
と

に
し
よ
う
。�

（
英
）

代議員候補者名
　岡本　哲也　府本部委員長（自治労京都市職）
　小西　一実　府本部副委員長（自治労京都市職）
　中谷　文明　府本部副委員長（京都交通労組）
　増永　浩子　府本部副委員長（八幡市職労）
　川戸　英美　府本部書記長（城南衛管労組）
　岩本　美菜　府本部執行委員（八幡市職労）

　
府
本
部
は
６
月
１８
日
、
新
入
組
合
員
歓
迎
集
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
。
８
単
組
４７
人
が
参
加
し
た
。
集
会
内
容
は
青

年
部
が
企
画
し
、
カ
ー
ド
を
使
っ
た
脱
出
ゲ
ー
ム
で
謎
を
解
き
あ
い
、

仲
間
同
士
の
交
流
を
深
め
た
。

青年部企画・府本部新入組合員歓迎集会

仲間と一緒に考え、みんなで助け合って行動…

それって組合活動やん！？

勧告に向け、府市
人事委員会に要請

届
け
‼
現
場
の
声

川
戸
書
記
長
が
人
事
院
に
要
請

2023
人勧期闘争

人勧期署名へのご協力
ありがとうございました
公務員連絡会は7月11日、人事院に672807筆の
署名を提出（うち京都府本部2025枚・6395筆）。
ご協力に感謝申し上げます。

自
治
労
第
９７
回
定
期
大
会

代
議
員
選
挙
の
実
施

　（ 1 ）2 0 2 3 年 7月1 5日
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女性部が七夕交流会 ▲家事や育児の分担について話し合う参加者

▲中村幸恵記者

毎月先着20名様限定！府本部独自見積もりキャンペーン実施中！！ 【キャンペーン期間：2023年4月～8月】

※お見積りをいただいた方
に、ハーゲンダッツ、ケンタ
ッキー、Amazon、サーティ
ワン、QUOカードなどの
ギフト券をプレゼント。

※詳しくは所属の組合まで。

　

府
本
部
女
性
部
は
７
月
２

日
、
京
都
テ
ル
サ
で
第
３３
回

七
夕
交
流
会
を
開
催
。
対
面

に
よ
り
行
わ
れ
、
６
単
組
２１

　

府
本
部
は
６
月
２４
日
、
京

都
商
工
会
議
所
で
「
２
０
２

３
男
女
が
と
も
に
担
う
府
本

部
学
習
会
」
を
開
催
。
１２
単

組
か
ら
３１
人
が
参
加
し
、
男

女
共
同
参
画
の
課
題
に
つ
い

て
学
習
し
た
。

　

冒
頭
、
男
女
が
と
も
に
担

う
府
本
部
委
員
会
の
増
永
浩

子
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
こ
の
学
習
会
の
取
り
組

み
は
２５
年
以
上
続
け
て
い

る
。
そ
の
間
、
社
会
は
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
、
女
性
参

画
や
男
女
平
等
の
意
識
が
変

わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
あ
る
た
め
引

き
続
き
粘
り
強
い
運
動
が
必

要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
京
都
新
聞
メ
デ

ィ
ア
局
読
者
交
流
セ
ン
タ
ー

記
者
の
中
村
幸
恵
さ
ん
を
講

人
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
株
式
会
社

ア
イ
シ
ー
エ
ル
の
本
多
真
理

子
さ
ん
よ
り
「
手
書
き
文
字

で
キ
ラ
リ
と
光
る
！
美
文
字

レ
ッ
ス
ン
」
と
題
し
た
講
演

を
受
け
た
。

　

ま
ず
、
自
分
の
理
想
と
す

る
文
字
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
考
え
る
時
間
が
設
け
ら
れ

た
。
参
加
者
は
、
女
性
ら
し

い
柔
ら
か
な
感
じ
、
整
っ
た

文
字
な
ど
各
々
が
美
文
字
に

つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
た
。
美
文
字
を
書
く
コ

ツ
の
基
本
に
、
背
筋
を
伸
ば

し
た
状
態
で
、
目
と
ペ
ン
先

の
位
置
関
係
を
意
識
す
る
こ

と
が
あ
る
と
学
ん
だ
。
文
字

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
る

師
に
迎
え
、「
家
事
・
育
児
分

担
の
あ
り
方
を
、
社
会
の
問

題
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

受
け
た
。中
村
さ
ん
は
、２
０

２
２
年
に
京
都
新
聞
に
連
載

さ
れ
た
「O

ur Voices~

性
を
考
え
る
」の
中
で
、子
育

て
に
お
け
る
男
女
の
分
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
様
々
な
取

材
を
通
し
て
問
題
提
起
を
し

て
き
た
。
今
回
は
当
時
の
取

材
や
、
自
身
が
在
籍
す
る
京

都
新
聞
社
に
お
け
る
女
性
参

画
、
育
児
に
関
す
る
男
女
の

意
識
差
な
ど
に
つ
い
て
、
自

ら
の
体
験
談
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
、
多

「
間
架
結
構
法
」
に
つ
い
て

も
詳
し
く
学
び
、
美
し
い
字

を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
。
講
演
の
後

半
で
は
、
参
加
者
全
員
で
短

冊
に
願
い
を
書
き
、
七
夕
行

事
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、

専
門
的
な
書
の
知
識
が
な
く

と
も
、
少
し
意
識
す
る
だ
け

で
よ
り
美
し
い
字
に
繋
が
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
意
識
の
差

で
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、

逆
を
言
え
ば
、
文
字
を
見
れ

ば
書
き
手
の
心
が
読
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

普
段
何
気
な
く
書
い
て
い
る

「
字
」
で
は
あ
る
が
、
今
後

は
よ
り
意
識
を
向
け
て
い
き

た
い
。

く
の
興
味
深
い
話
を
聞
い
た
。

　

過
去
の
取
材
で
４０
代
男
女

の
現
役
子
育
て
世
代
の
座
談

会
を
取
り
上
げ
た
記
事
を
紹

介
。
座
談
会
の
男
性
達
か
ら

は
家
事
と
育
児
に
つ
い
て

「
こ
っ
ち
に
も
タ
イ
ミ
ン
グ

が
あ
る
」「
料
理
は
圧
倒
的

に
妻
が
作
っ
た
方
が
お
い
し

い
」「
ひ
と
り
で
や
る
の
は

嫌
」
な
ど
、
わ
が
ま
ま
と
も

思
え
る
意
見
が
出
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
家
事
・
育

児
に
お
け
る
男
女
平
等
に
は

ほ
ど
遠
く
、
大
多
数
の
男
性

が
子
育
て
は
主
に
「
女
性
が

担
う
も
の
」
で
、
男
性
は
そ

れ
を
「
手
伝
う
」
と
い
う
意

識
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

　

６
月
か
ら
京
都
市
内
で
公

演
中
の
社
会
福
祉
事
業
協
賛

ハ
ッ
ピ
ー
ド
リ
ー
ム
サ
ー
カ

ス
」
を
連
合
京
都
加
盟
の
労

働
組
合
に
「
特
別
価
格
」
で

鑑
賞
で
き
る
割
引
券
の
ご
案

内
。
所
定
の
用
紙
を
持
参
す

れ
ば
、
お
一
人
様
平
日
８
０

０
円
、
土
日
祝
１
０
０
０
円

で
鑑
賞
で
き
る
。（
通
常
料

金
：
自
由
席
お
と
な
２
５
０

０
円
、
こ
ど
も
１
５
０
０

円
）。
当
日
、
チ
ケ
ッ
ト
販

女
性
が
不
満
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
家
事
・
育
児
に

対
等
で
あ
ろ
う
と
す
る
男
女

も
い
る
。
取
材
で
出
会
っ
た

あ
る
夫
婦
は
、
１
人
目
の
子

の
育
児
を
妻
だ
け
で
乗
り
切

っ
た
。
夫
か
ら
十
分
な
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
２
人
目
の

子
の
育
児
は
夫
に
育
休
を
取

得
し
て
も
ら
い
、
家
事
・
育

児
に
専
念
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
結
果
、
夫
は
「
家
事
の

売
窓
口
で
追
加
料
金
を
払
え

ば
指
定
席
の
取
得
も
で
き

る
。

　

割
引
券
の
申
込
は
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
自
治
労
京

都
府
本
部
ま
で
、
メ
ー
ル
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

を
。【
①
お
名
前
、
②
所
属

組
合
名
、
③
割
引
券
送
付
先

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
連
絡

先
電
話
番
号
】

※
府
本
部
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
‐

２
３
１
‐
４
９
１
８

大
変
さ
を
実
感
」
し
、
妻
は

「『
全
部
自
分
で
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
』
と
い
う
重
荷

を
下
ろ
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
男
女
の
家
事
に
費

や
す
時
間
の
世
界
各
国
と
の

比
較
で
、
日
本
の
男
性
は
１

日
１
時
間
程
度
と
突
出
し
て

短
い
現
状
も
紹
介
さ
れ
た
。

会
場
か
ら
は
「
今
は
共
働
き

が
当
た
り
前
で
男
性
の
育
休

取
得
者
も
増
え
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
女
性
に
負
担
が
偏

っ
て
い
る
」、「
知
ら
な
い
う

ち
に
自
分
の
家
庭
で
も
性
的

役
割
分
担
や
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
バ
イ
ア
ス
を
し
て
し
ま
っ

て
い
る
か
も
」、「
労
働
組
合

も
ま
だ
男
性
役
員
が
多
く
保

守
的
な
面
も
あ
る
た
め
、
も

っ
と
女
性
の
参
画
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　

講
師
の
中
村
さ
ん
は
「
新

聞
社
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
男

性
社
会
。
ど
う
し
て
も
『
女

医
』
や
『
女
子
大
生
』
な
ど

男
性
目
線
の
表
現
が
多
く
な

る
。
マ
ス
コ
ミ
に
も
女
性
の

進
出
が
増
え
れ
ば
変
わ
っ
て

く
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
西
山
新
吾
副
委

員
長
が
「
自
分
も
含
め
一
人

一
人
が
無
意
識
の
偏
見
に
気

づ
き
、
変
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
今
後
も
男
女
参
画
の

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

社会福祉事業協賛　
ハッピードリームサーカス
2023年6月10日（土）
� ～8月29日（火）
※休演日はウェブよりご確認を
京都市南区吉祥院南落合町12-1
　十条通り大テナント特設会場

会場MAP

無
意
識
の
偏
見
を
な
く
そ
う

無
意
識
の
偏
見
を
な
く
そ
う

府
本
部
男
女
が
と
も
に
担
う
学
習
会

美
文
字
を
習
う
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土日祝� 1000円

特別価格のご案内

連合京都加盟団体
組合員さま特別価格

自治労きょうと 2 0 2 3 年 7月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 6 3 号（ 2 ）　


